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NYマーケットレポート（2015年 5月 11日) 
NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、序盤のドル円・クロス円は小動きの展開となった。その後は、円

売りの動きから、小動きながら堅調な動きが続いた。ユーロは、ユーロ圏財務相会合がギリシャ支援で合意するのはまだ先との見方から、

主要通貨に対して軟調な動きとなった。一方、英ポンドは、引き続き主要通貨に対して堅調な展開が続いており、対円では 2014 年 12 月 29
日以来、対ドルでは 2014 年 12 月 31 日以来の高値を付けている。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 119.92  ユーロ/円 133.62  ユーロ/ドル 1.1142 
 
21：00 
欧州株式市場 

米主要株 株価 前日比 

英 FT100 7061.51 +14.69 

仏 CAC40 5033.990 -56.40 

独 DAX 11677.90 -31.83 
(出所：SBILM) 

 

21：10 

ケリー米国務長官、プーチン露大統領と会談へ－米国務省 

 

 

≪ポイント≫  

 

ケリー米国務長官はロシアを訪問し、プーチ ン大統領と会談する。ウクライナ紛争などをめぐる米ロ間の緊張で、

両者の直接対話はこの 2年ほど行われていなかった。米国務省は、プーチン大統領がケリー長官を 2014年冬季オリ

ンピックが開催されたソチで迎える計画であると発表した。会談ではウクライナ問題以外に、イラン核開発をめぐ

る交渉やイエメン、シリアの内戦についても討議される可能性が高い。ケリー長官が最後にプーチン大統領と会談

したのは 2013年の5月。 

 

 

≪ NY外国為替市場 序盤 ≫ 

 

序盤の外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料が乏しいため全般的に小動きの展開となっ

ている。 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18183.87 -7.24 

ナスダック 5009.54 +5.99 
(出所：SBILM) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月米労働市場情勢指数 -1.9（前回 -1.8） 

前回発表の-0.3から-1.8に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

             4月・・3月・・2月・・1月・・12月・・11月・・10月 

労働市場情勢指数・・・・-1.9・・-1.8・・1.0・・ 3.5・・ 7.1・・ 7.1・・ 5.9 

 

 

≪ポイント≫  

 

ECB公的部門購入プログラム（5月 8日時点）。 

 

・公的部門1087.09億ユーロ（5/1時点 950.56億ユーロ） 

・ABS(資産担保証券)58.27億ユーロ（57.85億ユーロ） 

・カバード債779.76億ユーロ（750.70億ユーロ）。 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、前週末に発表された米雇用統計の好調な内容を好感した買いが引き続き入る一方、株価が最高

値圏にあることを警戒した売りが出るなど、売り買い交錯するもみ合いの展開が続いている。   

 

 

23：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「米経済成長は第 2四半期に回復へ」 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

コンファレンスボード（全米産業審議会）が発表した 4月の雇用トレンド指数は 128.22と、前月比+0.8％となった。

前年同月比は+5.8％だった。3月の指数は当初発表の 127.65から 127.15に下方修正された。4月の雇用トレンド指

数は改善したが、今年は昨年に比べて就業者数の伸びが鈍化するとの予想は変わらないと指摘されている。雇用ト

レンド指数は、消費者信頼感指数の就労関連指数や週間失業保険給付申請件数など、雇用に関する8つの指数を基

に算出する。 
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≪ポイント≫  

 

FRB（米連邦準備制度理事会）は、2016年の FOMC（連邦公開市場委員会）の仮日程を公表。 

 

1月 26-27日、3月 15-16日、4月26-27日、6月 14-15日、7月26-27日、9月 20-21日、11月1-2日、12月13-14

日を予定。2017年の初会合は1月 31-2月1日。各会合とも2日間の日程で、3月、6月、9月、12月はイエレン議

長の記者会見も予定。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 7029.85 -16.97 
仏 CAC40 5027.87 -62.52 
独 DAX 11673.35 -36.38 

ストック欧州 600 指数 401.34 +1.18 
ユーロファースト 300 指数 1595.64 +4.89 
スペイン IBEX35 指数 11445.80 +21.10 

イタリア FTSE MIB 指数 23321.86 +9.43 
南ア アフリカ全株指数 54161.05 +370.48 

(出所：SBILM) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、前週末に大幅上昇した反動で利益確定売りが先行した。また、ギリシャ財政問題の先行き懸念も

圧迫要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18165.69（-25.42）、S&P500 2113.58（-2.52） ナスダック 5014.76（+11.21） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、今週の一連の米国債入札を控えて、ポジション調整の売りが先行した。また、欧

州債券市場でのドイツ国債の下落を警戒した売りも出た。 

 

午前の利回りは、30年債が2.98％（前週末2.90％）、10年債が 2.21％（2.14％）、7年債が1.94％（1.88％）、5

年債が 1.54％（1.48％）、3年債が 0.96％（0.93％）、2年債が 0.59％（0.57％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①EUのユーロ圏19ヵ国は、ブリュッセルで財務相会合を開き、ギリシャへの金融支援について協議を行う。支援条

件であるギリシャの構造改革案を巡り依然として対立しており、支援継続の合意に達するのは難しい見通し。ギリ

シャが借金を予定通り返済できないデフォルトに陥る懸念がさらに高まる。ギリシャのチプラス首相は、10日関係

閣僚を集めて財務相会合への対応を協議。チプラス首相は「進展した確証がほしい」と述べ、会合後の共同声明で、

合意に近づいていることを印象づける文言が入ることに期待感を示した。市場で高まるデフォルト懸念を打ち消し

たい考え。 

 

②ギリシャ政府の報道官は、債権団との支援協議をめぐり、合意の一環として短期証券（Tビル）の発行上限引き上

げを求めていると明らかにした。残り72億ユーロ（80億ドル）の支援に加え、資金繰りを改善するため、Tビル発

行額を拡大するよう要求しているとした。 

 

③ギリシャのバルファキス財務相は、12日に期限を迎える7億 5000万ユーロの IMF（国際通貨基金）融資について、

返済すると言明した。財務相は「ギリシャは常に、債権者への返済義務を果たす。明日も当然そうする」とした。 

 

④英中銀は、政策金利を予想通り 0.50％に据え置いた。景気の先行きは底堅いものの、利上げを行うには物価およ

び賃金の見通しが弱すぎると判断した。また、資産買い入れも 3750億ポンドに据え置いた。声明の発表はなかった

が、四半期の経済・インフレ見通し報告を公表する13日にカーニー総裁が一段の説明を行う予定。英中銀は、先週

7日に実施された総選挙との重なりを避けるため、金融政策決定会合を今週にずらしていた。 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

中国人民銀行（中銀）が利下げに踏み切るとの情報が、10日の正式発表の 2時間以上前に流出していたことが明ら

かになった。情報が流出していたのは、無料インスタントメッセンジャーアプリ「微信（WeChat）」。人民銀行の

正式発表は現地時間午後5時過ぎだったが、同午後2時41分には、人民銀行が25bpの利下げを実施し、預金金利

の上限を基準金利の 1.5倍に引き上げるとの情報が流れた。 

 

情報源は人民銀行とされ、転送先のウェブサイトには、人民銀行のロゴや政府の公式マークはなかったものの、公

式発表文と一言一句同じ声明文が掲載されていた。中国では、公式発表前に情報が流出することが少なくなく、先

週も、デリバティブ取引に関する情報が事前に流出している。中国の金融市場では様々なうわさが飛び交っており、

WeChat上では10日、人民銀行が 50bpの利下げを実施するとの誤った情報も流れていた。 

 

 

2：15 

ユーログループ声明  

 

・「ユーログループ、ギリシャ協議の進展を歓迎」 

・「溝埋めるにはさらなる時間と努力必要、取り組み加速へのギリシャの意向歓迎」 
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2：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ユーログループ議長 

 

・「ギリシャ協議は進展した」 

・「融資実行には包括的な合意が必要」 

・「包括的な合意には時間がもっと必要」 

 

 

3：45 

NY金は、中心限月が前週末比 5.90ドル安の1オンス＝1183.00ドルで取引を終了した。 

 

 

4：50 

NY原油は、中心限月が前週末比 0.14ドル安の1バレル＝59.25ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1183.00 -5.90 

NY 原油 59.25 -0.14 
(出所：SBILM) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して上昇したのにつれて、ドルの代替資産とされる金を売る動きが優勢となった。

ただ、前週末発表の雇用統計を受けて、米FRBは利上げを急がないとの見方が広がったことから買いも入り、下値

は限定的となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、中国が前週末に追加利下げに踏み切ったことで、景気回復に伴うエネルギー需要の増加に期待が高ま

ったことから買いが先行した。ただ、ドルがユーロや円などに対し上昇し、ドル建ての原油に割高感が出たことや、

米石油掘削装置の稼働数の減少ペースが鈍化していることも圧迫要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18105.17 -85.94 18199.95 18089.11 

S&P500 種 2105.33 -10.77 2117.69 2104.58 

ナスダック 4993.57 -9.97 5017.38 4992.02 
(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、前週末に発表された米雇用統計の好調な内容を好感した買いが引き続き入る一方、株価が最高値圏

にあることを警戒した売りが出るなど、序盤は売り買い交錯するもみ合いの展開となった。しかし、その後は、終

盤まで軟調な展開が続いた。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、終盤には一時前週末比102ドル安まで

下げる場面もあった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 120.13  120.16  119.82  
EUR/JPY 133.99  134.05  133.51  
GBP/JPY 187.24  187.41  185.66  
AUD/JPY 94.83  94.02  94.65  
NZD/JPY 88.26  88.59  88.13  
EUR/USD 1.1154  1.1175  1.1132  
AUD/USD 0.7895  0.7923  0.7890  

(出所：SBILM) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、ドル円・クロス円は序盤から小動き

の展開となった。ただ、その後は円が売られる動きとなり、ドル円クロス円は堅調な動きとなった。ユーロは、ギ

リシャ問題に関する協議が進展しないとの見方から、主要通貨に対してやや軟調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 
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